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国際関係の構造と動向 

 

「 国 際 関 係 の 構 造 と 動 向 」 と 題 し 、 本 日 の 議 題 で あ る 「 核 抑 止 論 と 日 米 安 保 条

約 」 や 喫 緊 の 政 治 課 題 で あ る 「 集 団 的 自 衛 権 」 に つ い て 論 述 す る 。  

パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス ； 論 議 に 先 立 ち 、 キ ー ワ ー ド で あ る 「 国 家 」 と 「 戦 争 」 の

定 義 を 明 ら か に し て お く 。  

国 家 と は ； 領 土 と 人 民 (公 民 、 国 民 )に 対 し て 排 他 的 な 統 治 権 (秩 序 維 持 、 利 害 調

整 )を 有 す る 機 構 (政 府 )を 指 し 、 合 法 的 な 暴 力 (軍 隊 、 警 察 )を 独 占 す る 。 民 主 (国 民 )

国 家 、 独 裁 国 家 、 階 層 国 家 (連 邦 制 、 幕 藩 体 制 )な ど 、 様 々 な 形 態 の 国 家 が あ る 。  

戦 争 と は ； 相 手 国 家 に 自 国 の 政 治 的 意 思 を 受 け 入 れ さ せ る 為 の 国 家 間 の 暴 力 行

為 で あ り 、 政 治 行 為 の 延 長 と 考 え る 。  

現 在 、 世 界 に は 196 の 独 立 国 家 が 存 在 す る 。 各 国 の 政 府 が そ れ ぞ れ に 自 国 の 国

益 追 求 を 第 一 使 命 と 考 え て お り 、国 家 間 の 利 害 対 立 は 不 可 避 で あ る 。多 く の 対 立 は

外 交 交 渉 に よ っ て 平 和 的 に 妥 協 点 に 達 す る 。し か し 国 家 の 上 位 組 織 と し て 世 界 政 府

の よ う な 絶 対 的 な 統 治 機 構 は 存 在 し な い 。し た が っ て 武 力 衝 突 (戦 争 、紛 争 )に 至 る

こ と も あ る 。そ の 勝 敗 は 両 者 の 国 力 (パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス )に よ っ て 決 ま る と 考 え る

の が 通 常 で あ る 。  

国 力 と は 軍 事 力 の ほ か に 領 土 の 広 さ や 経 済 力 、 人 民 の 数 と 質 、 科 学 技 術 力 、 外

交 力 、情 報 力 な ど を 総 合 し た 国 家 固 有 の 力 を 指 す 。各 国 家 は 自 国 の 国 力 不 足 を 補 う

た め に 、友 好 国 と 同 盟 を 結 ぶ な ど の 連 携 政 策 を 取 る 。現 在 の 主 要 国 の 国 力 と 連 携 関

係 を 模 式 的 に 描 い た の が 第 一 図 で あ る 。 (こ こ で 核 戦 力 は 実 使 用 が 困 難 な た め 考 慮

し て い な い ) 

円 や 字 体 の 大 き さ が 国 力 の イ メ ー ジ を 示 す 。 冷 戦 に 勝 利 し 一 国 で 覇 権 を 握 っ て

き た 米 国 に も 陰 り が 見 え 、 対 抗 し て 中 国 の 超 大 国 化 や ロ シ ア の 復 権 な ど 、 BRICS

諸 国 の 躍 進 が 目 立 っ て き た 。し か し 米 国 の 総 合 力 は 依 然 と し て 群 を 抜 き 、米 国 の 相

対 的 優 位 は 当 面 も 続 く と 考 え ら れ る 。  

こ れ ら 既 存 の 国 家 に 対 し 、 ア ル カ イ ダ や イ ス ラ ム 国 な ど 、 新 た な 非 国 家 組 織 が

こ の パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス 関 係 に 如 何 な る 影 響 を 与 え る か は 不 透 明 で あ る 。  

核 抑 止 力 ； 冷 戦 期 、 キ ュ ー バ 危 機 や 米 ソ ・ デ タ ン ト な ど の 紆 余 屈 折 を 繰 返 し た

が 、 米 ソ 間 の 直 接 武 力 衝 突 は 核 抑 止 力 （ マ ク マ ナ ラ の 相 互 確 証 破 壊 (MAD)論 ） に

よ っ て 避 け ら れ た 。先 制 奇 襲 に よ る 核 攻 撃 を 意 図 し て も 、生 残 核 戦 力 に よ る 報 復 攻

撃 で 国 家 存 続 が 不 可 能 な 損 害 を 与 え る 事 で 核 戦 争 を 抑 止 す る と い う 理 屈 で あ る。

冷 戦 期 間 中 、両 国 は 報 復 能 力 を 高 め る た め に 競 っ て 多 数 の 核 兵 器 を 各 所 に 配 備 し た 。 

ま た 、 固 定 式 発 射 の 大 型 大 陸 間 弾 道 弾 (ICBM)や 戦 略 爆 撃 機 投 下 型 か ら 、 小 型 高

性 能 多 弾 頭 の 移 動 式 短 距 離 型 (戦 術 核  SRBM)や 潜 水 艦 搭 載 型 (SSBN)な ど へ と 機 能
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を 向 上 さ せ た 。迎 撃 ミ サ イ ル に つ い て は ABM 条 約 に よ っ て 制 限 し 、相 互 に 核 兵 器

の 効 果 維 持 に 努 め た 。こ れ ら 核 兵 器 開 発 競 争 に よ る 経 済 負 担 が 要 因 と な り 、ソ 連 が

内 部 崩 壊 す る 。  

そ の 崩 壊 直 前 に 米 ソ 間 で 新 た な 核 兵 器 削 減 条 約 (STARTⅡ )が 結 ば れ る 。 冷 戦 後

も そ れ を 引 き 継 ぎ 、 米 ロ の 削 減 傾 向 は 今 日 ま で 30 年 近 く 続 い て い る 。  英 国 、 仏

国 の 核 兵 器 保 有 国 も こ の 動 き に 追 従 し て い る 。英 国 は 近 く 核 兵 器 保 有 を 止 め る だ ろ

う と の 予 測 も あ る 。中 国 に つ い て は 先 制 不 使 用 、非 核 兵 器 国 へ の 不 使 用 、自 衛 用 に

少 量 の 核 兵 器 保 有 を ド ク ト リ ン と し て い る が 、 不 透 明 な 点 が 多 い 。  

現 在 、核 不 拡 散 条 約 (NPT、1970 年 締 結 、現 在 190 国 締 結 )に よ っ て 、核 兵 器 保

有 が 国 際 的 に 認 め ら れ て い る の は 、国 連 安 全 保 障 理 事 会 の 常 任 理 事 国 で あ る 上 記 の

五 ヵ 国 の み で あ る 。 そ れ 以 外 で は NPT に 不 加 入 の イ ン ド 、 パ キ ス タ ン が 保 有 し 、

イ ス ラ エ ル 、 北 朝 鮮 、 (イ ラ ン )に 保 有 の 疑 い が 持 た れ て い る 。  

一 方 、 中 南 米 、 オ セ ア ニ ア 、 ア フ リ カ 、 東 南 ア ジ ア に 属 す る 全 て の 国 と メ キ シ

コ 、 モ ン ゴ ル な ど の 諸 国 は 非 核 地 帯 を 構 成 し て い る 。  

米 国 と 友 好 関 係 に あ る 国 (日 本 、 韓 国 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 カ ナ ダ 、 ド イ ツ 、 イ タ

リ ア な ど )は 米 国 の 拡 大 抑 止 力 に 頼 り 、「 核 の 傘 」 の 下 に い る と 言 わ れ る 。  

と く に ド イ ツ 、 イ タ リ ア な ど は 米 国 の 戦 術 核 兵 器 を 国 内 配 備 し 、 核 兵 器 共 有 政

策 (ニ ュ ー ク リ ア・シ ェ ア リ ン グ )を 取 っ て き た 。し か し 冷 戦 後 は そ の 規 模 を 非 常 に

縮 小 さ せ て い る 。日 本 、韓 国 や オ ー ス ト ラ リ ア で は 配 備 を 行 っ て い な い 。米 国 の 潜

水 艦 搭 載 型 (SSBH)に よ っ て 、 そ の 必 要 性 が 無 く な っ た の が 理 由 で あ る 。  

し か し 同 盟 国 が 受 け る 核 攻 撃 に 対 し 、 果 た し て 米 国 が 実 際 に 核 兵 器 を 使 用 す る

だ ろ う か と 、 そ の 拡 大 抑 止 効 果 に は 常 に 疑 問 が 呈 さ れ て き た 。  

ま た 日 本 は 非 核 兵 器 保 有 国 の な か で プ ル ト ニ ュ ウ ム の 多 量 保 有 を 認 め ら れ た 唯

一 の 国 で 、し か も 高 い ロ ケ ッ ト 技 術 を 有 す る こ と か ら 、潜 在 的 核 兵 器 保 有 国 で あ る

と い う 意 見 も 内 外 に 根 強 い 。  

今 後 の 核 兵 器 動 向 ； 冷 戦 後 の 核 軍 縮 と 核 不 拡 散 を 展 望 す る と 、 核 兵 器 数 は 大 幅

に 削 減 さ れ た が 、 NPT 活 動 に お け る 核 兵 器 全 廃 ま で の 道 程 は 長 い 。 包 括 的 核 実 験

禁 止 条 約 (CTBT)や 核 物 質 生 産 禁 止 条 約 (FMCT)な ど の 締 結 に 向 け て 段 階 的 に 進 め

て い る 状 況 で あ る 。北 朝 鮮 の 核 開 発 、中 国 の 不 透 明 性 、テ ロ 集 団 の 核 ハ イ ジ ャ ッ ク 、

米 国 の ネ オ コ ン な ど 、 核 兵 器 廃 絶 に 対 す る 負 の 要 因 も 残 る 。  

し か し 大 き く 見 る と 、 冷 戦 後 に 核 武 装 を 廃 止 、 な い し 大 幅 に 減 少 さ せ る 国 が 相

次 ぎ 、新 規 の 核 兵 器 開 発 競 争 も 息 を ひ そ め た 。非 核 地 帯 も 世 界 の 半 分 以 上 の 範 囲 に

広 が り 、 核 軍 縮 は 確 実 に 進 ん で い る 。  

核 の 物 理 的 威 力 の 魅 力 に 飛 び つ い た も の の 、 核 兵 器 が 強 烈 す ぎ て 却 っ て 戦 争 の

実 用 に 向 か な い こ と や 、保 有 費 用 が か か る こ と を 知 り 、多 く の 国 が 核 武 装 を 敬 遠 し

た 結 果 で あ る 。  

国 際 環 境 因 子；敵 対 す る 国 家 間 で の 勝 負 は 当 該 国 家 の 国 力 (パ ワ ー ポ リ テ ッ ク ス )

の み で は 決 ま ら な い 。両 者 を 取 り 巻 く 大 小 様 々 な 因 子 が 影 響 を 与 え る 。以 下 に 国 際

環 境 因 子 と そ の 事 例 を 列 挙 す る 。  
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 国 際 規 範 ； 人 権 、 平 和 、 自 由 、 平 等 、 正 義 、 民 主 主 義 、 国 連 憲 章 、 自 然 法  

 国 際 機 関 ； 国 連 、 国 際 司 法 裁 判 所 、 OECD、 世 銀 、 ア ジ 銀  

 条 約 ； 日 米 安 全 保 障 条 約 、 NATO、 ASEA 

 国 際 援 助 協 力 ； 政 府 開 発 援 助 (ODA)、青 年 海 外 協 力 隊 (JICA)、国 連 平 和 維 持

活 動 (PKO)、 留 学 生  

 資 金 調 達 ； 金 融 機 関  

 情 報；イ ン タ ー ネ ッ ト 、マ ス コ ミ 、学 術 情 報 、民 間 企 業 、イ ン テ リ ジ ェ ン ス 、

国 際 世 論 、 探 査 衛 星  

 ア ン グ ラ ； ユ ダ ヤ 金 融 資 本 、 ロ ビ ー 活 動  

 非 国 家 組 織 ； 赤 十 字 、 NGO、 オ リ ン ピ ッ ク 組 織  

 国 際 的 信 頼 感 ； 憲 法 九 条 、 核 三 原 則  

 国 際 人 脈 ； 政 財 界 、 学 術 分 野 、 文 芸 分 野 、 ス ポ ー ツ 分 野 、 皇 室 外 交  

 経 済 交 流 ； 相 互 貿 易 、 海 外 現 地 法 人 、 国 際 金 融 、 国 際 市 場 、 海 外 資 源  

 文 化 交 流 ； 観 光 、 留 学 、 国 際 イ ベ ン ト 、 サ ブ カ ル チ ャ ー 、 学 術 交 流  

 貧 困 ； 難 民 、 飢 餓  

 宗 教 ・ 思 想 ； キ リ ス ト 教 、イ ス ラ ム 教 、資 本 主 義 、共 産 主 義 、ナ シ ョ ナ リ ズ

ム 、 グ ロ ー バ リ ズ ム 、 覇 権 主 義 、 独 裁 専 制 主 義 、 人 種 差 別  

 文 明 ； 七 大 文 明 圏 (ハ ン チ ン ト ン ) 

 人 種 ・ 民 族 ； 白 人 、 黒 人 、 黄 色 人 種 、 ユ ダ ヤ 人 、 ア ラ ブ 人  

 国 体 ； 国 の 伝 統 歴 史 経 験 、 為 政 者 の 既 得 権 、 天 皇 制 、 中 国 共 産 党 、 金 正 恩 、

旧 宗 主 国 、 英 国 連 邦 、 イ ス ラ エ ル  

 実 効 支 配 ； 北 方 四 島 、 竹 島 、 ガ ザ 地 区 、 シ ー レ ー ン  

 戦 場 の 地 勢 ； 大 陸 、 島 、 海 上 、 砂 漠 、 密 林 、 寒 冷 地  

人 類 ・ 地 球 環 境 ； 以 上 ま で の 論 議 で 見 落 と し た 大 切 な 別 の 視 点 が あ る 。 そ れ は

国 家 、国 際 、戦 争 、規 範 、核 抑 止 な ど は 概 念 で あ っ て 、実 体 で は な い 事 で あ る 。ア

プ リ オ リ に 実 体 と し て 存 在 す る の は 、一 人 ひ と り の 人 間 で あ り 、一 匹 い っ ぴ き の 動

物 で あ り 、一 つ ひ と つ の 山 や 川 で あ る 。観 念 論 に 陥 り 、実 体 か ら の 視 点 で 考 察 す る

こ と を 忘 れ て は な ら な い 。  

人 間 を 含 み 全 て の 生 物 は 個 々 に 自 己 保 存 と 種 族 保 存 の 本 能 を 有 し て い る 。 そ れ

が 自 衛 権 の 根 元 で あ る 。両 本 能 を 効 果 的 に 行 う 手 段 と し て 、群 れ を つ く り 、国 家 を

形 成 し 、同 盟 を 結 ぶ 。そ れ が 広 い 意 味 で の 集 団 的 自 衛 権 で あ る 。も し 集 団 的 自 衛 権

の た め に 個 々 の 実 体 が 自 己 犠 牲 を 強 い ら れ る 場 合 に は 、自 己 保 存 か 種 族 保 存 か の 選

択 は 個 々 の 実 体 に 委 ね ら れ る 。  

と こ ろ で 戦 争 に つ い て 考 え る 際 に 注 目 す べ き は 、 ほ と ん ど の 動 物 は 同 種 間 で 争

い は す る が 、殺 し 合 い を し な い 事 で あ る 。同 種 間 で 殺 し 合 い を 行 う の は 、チ ン パ ン

ン ジ ー や ヒ ト 科 の 高 等 動 物 に 限 ら れ る 。経 験 か ら 得 た 感 性 (直 観 、直 覚 )を 本 能 と す

る 一 般 動 物 が 進 化 し 、 理 性 (論 理 性 )を 持 つ と 同 種 間 の 殺 し 合 い を 始 ま る 。  

そ の 場 合 で も 無 抵 抗 の 相 手 を 殺 害 す る の に は 本 能 的 に 躊 躇 す る 。 弱 者 側 の 究 極

の 自 衛 権 は 無 抵 抗 、丸 腰 、無 条 件 降 伏 、平 和 主 義 と な る 。時 代 劇 で 見 る よ う に 、争
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い を 厭 う 真 の 勇 者 は 丸 腰 で 武 装 し た 相 手 と 外 交 交 渉 に 当 り 、 成 功 を 収 め て い る 。  

翻 っ て 考 え る と 、 為 政 者 は 理 性 的 に 、 一 般 民 衆 は 感 性 的 に な る 傾 向 が 強 い 。 理

性 は 論 理 的 で 常 に 正 し い 判 断 を 下 せ る よ う に 見 受 け ら れ る 。し か し そ の 判 断 は 人 間

の 予 知 能 力 の 限 界 か ら 近 視 眼 的 、短 期 的 に な り が ち で あ る 。一 方 の 感 性 は 種 あ る い

は 個 と し て の 経 験 に 基 づ く た め に 、長 期 的 な 事 象 に 対 し て は 正 し い 判 断 を 行 う こ と

が 多 い 。  

戦 争 の 悲 惨 さ を 実 体 験 し た 高 齢 者 、 小 さ い 子 を 育 む 母 親 な ど の 戦 争 を 忌 避 す る

姿 勢 を 、感 性 的 で 論 理 性 に 欠 け る と し て 軽 視 し て は な ら な い 。と く に 勝 ち 組 に な る

と 、上 か ら の 目 線 で 考 え が ち に な る の で 留 意 が 必 要 で あ る 。日 頃 勇 ま し い 言 動 を 発

す る 者 が 必 ず し も 国 や 故 郷 を ほ ん と う に 愛 し 、 守 る 者 と は 限 ら な い 。  

パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス の 理 論 も ナ ポ レ オ ン 以 降 に 生 ま れ た 国 民 国 家 の 概 念 を ベ ー

ス と し て い る 。18 世 紀 以 前 の 世 界 で は 、国 家 を 運 営 す る 為 政 者 と そ の 統 治 (治 安 確

保 の 代 償 に 納 税 等 の 義 務 を 負 う )下 の 民 衆 は 必 ず し も 一 体 で は な か っ た 。  

民 主 国 家 と 呼 ば れ る 現 代 の 国 民 国 家 に お い て も 、 そ の 内 情 は 政 治 シ ス テ ム の 不

備 か ら 為 政 者 (政 財 界 人 、上 層 官 僚・軍 人 )と 大 多 数 の 一 般 市 民 の 間 に 乖 離 が 生 ま れ 、

真 の 国 民 国 家 で は な い ケ ー ス が 多 い 。  

為 政 者 を 信 頼 で き な い 場 合 に は 、 一 般 民 衆 は 国 家 よ り 自 己 保 存 を 優 先 す る 行 動

(革 命 、 暴 動 、 難 民 、 兵 役 拒 否 )に 走 る こ と も 知 っ て お く 必 要 が あ る 。  

リ ア リ ズ ム 、 リ ベ ラ リ ズ ム と ゲ ー ム 理 論 ； 国 際 平 和 論 で は リ ア リ ズ ム が 主 流 で

あ る 。 そ れ は パ ワ ー ポ リ テ ィ ク ス の 項 で 述 べ た よ う に 国 家 の 国 力 を 主 体 に 考 え る 。

19 世 紀 初 頭 の ク ラ ウ ゼ ヴ ィ ッ ツ に 始 ま り 、 現 代 の モ ー ゲ ン ソ ー や コ ヘ イ ン 、 高 坂

正 尭 な ど 、 そ の 支 持 者 は 数 多 い 。  

そ れ に 対 し 国 際 環 境 因 子 の 影 響 を 重 視 す る の が 、 ホ フ マ ン 、 ナ イ な ど が 提 唱 す

る リ ベ ラ リ ズ ム で あ る 。 彼 ら は 国 際 規 範 や 国 際 機 関 の 効 果 を 重 視 す る 。  

両 論 を 取 り 入 れ 、具 体 的 事 例 に 即 し て 解 析 し 、平 和 へ の 道 を 探 ろ う と す る の が 、

コ ヘ イ ン な ど が 提 唱 す る 新 し い ゲ ー ム 理 論 で あ る 。そ れ に よ る と 殆 ど の 国 家 間 対 立

に は 妥 協 点 が 存 在 し 、 戦 争 に 至 ら な い で 済 む 筈 と い う 。  

ゲ ー ム 理 論 で は 戦 争 に か か る コ ス ト 、 勝 利 し た 時 の 利 得 、 敗 北 し た 時 の 損 害 、

妥 協 し た 時 の 損 得 な ど を 予 め 見 積 り 、勝 敗 や 意 思 判 断 の 確 率 も 考 慮 に 入 れ 、両 国 家

の 立 場 か ら 妥 協 点 を 探 る 。そ の 際 に 国 際 環 境 因 子 に よ る 国 家 の 利 得 を 観 衆 コ ス ト と

し て 組 み 込 む 。い ず れ の コ ス ト や 利 得 も 定 量 化 は 難 し い が 、理 性 的 な 判 断 を 行 う に

は 有 効 な 手 法 で あ る 。  

我 々 は 自 国 が 勝 利 し た 時 の み を つ い 思 い 浮 べ が ち だ が 、 敗 北 し た 時 の 状 況 も 想

定 す る の が 、こ の 手 法 の ポ イ ン ト の 一 つ で あ る 。外 交 の 場 合 に は 戦 争 コ ス ト が 掛 ら

な い の で 、両 国 に と り 戦 争 よ り 有 利 な 妥 協 点 が 必 ず 存 在 す る 。た だ 両 国 相 互 の 戦 力

に 関 す る 透 明 性 が 必 要 に な る 。  

な お 、 こ れ ら の 国 際 平 和 論 で は い ず れ も 核 戦 争 は 考 え て お ら ず 、 政 府 と 国 民 の

間 に 遊 離 が な く 、 信 頼 関 係 が あ る こ と を 前 提 と し て い る 。  

核 抑 止 、 日 米 安 保 、 集 団 的 自 衛 権 に 関 す る 私 見 ； 核 兵 器 に 関 し て は 、 テ ロ や 国



 

5 
 

5 

家 崩 壊 時 の 自 暴 自 棄 、偶 発 事 故 の 心 配 は 残 る が 、使 用 不 可 の 国 際 的 コ ン セ ン サ ス は

固 ま っ て い る 。 核 保 有 国 の 相 互 廃 棄 を 早 期 化 す る た め に 、 日 本 も CTBT や FMCT

の 活 動 に 対 し 、よ り 積 極 的 に な る こ と が 肝 要 で あ る 。潜 在 的 核 武 装 へ の 志 向 な ど は

時 代 錯 誤 も 甚 だ し い 。 北 朝 鮮 の 核 武 装 の 示 威 行 為 な ど は 無 視 し て お け ば よ い 。  

中 国 の 海 洋 侵 出 に 対 し て は 、 中 国 の 今 後 の 国 力 増 強 も 見 据 え た 上 で 、 ゲ ー ム 理

論 な ど を 駆 使 し て 冷 静 に 妥 協 点 を 探 っ て お く 要 が あ る 。中 国 の 挑 発 行 為 に 対 す る 軽

は ず み な 対 応 は 、 か え っ て 相 手 の 戦 略 に 乗 る 事 と な る 。  

米 国 の 総 合 力 は 依 然 高 く 、 国 力 の 相 対 的 優 位 性 は 今 後 も か な り 長 く 続 く と 予 想

さ れ る 。米 国 の 太 平 洋 に お け る 覇 権 維 持 の 熱 意 は 高 い 。そ の た め に 日 本 領 土 内（ と

く に 沖 縄 ）の 駐 留 軍 基 地 は 彼 ら に と っ て 重 要 で あ る 。日 本 と し て は 日 米 安 保 条 約 に

よ る 米 国 の 拡 大 抑 止 力 を 活 用 し 、中 国 に 対 し て 妥 協 点 を 有 利 に 導 く の が 現 実 策 で あ

る 。  

た だ 歴 史 的 に 見 る と 、 実 際 に は 条 約 が 履 行 さ れ な い ケ ー ス が 多 い 。 米 国 も 国 益

に 照 ら し 、中 国 と 太 平 洋 の 覇 権 を 二 分 し よ う と す る か も 知 れ な い 。日 本 と し て は し

た た か に 構 え て お か ね ば な ら な い 。軍 備 増 強 も 必 要 に な る か も 知 れ な い が 、出 来 う

る 限 り 国 際 環 境 因 子 が 有 利 に 働 く よ う に 平 和 的 手 段 に 注 力 す べ き で あ る 。  

現 行 の 日 米 安 保 条 約 に お け る 地 位 協 定 で は 沖 縄 住 民 の 犠 牲 が 大 き す ぎ る 。 戦 略

的 重 要 拠 点 で あ る だ け に 政 府 と 国 民 の 一 体 感 が よ り 重 要 で あ る 。 そ れ に は 、 次 回

(2020)の 条 約 期 限 に 際 し 、一 旦 こ れ ま で の 日 米 安 保 条 約 を 失 効 し 、時 代 の 変 化 に 合

わ せ た 日 米 対 等 な 立 場 で の 新 た な 条 約 を 結 ぶ べ き と 考 え る 。  

集 団 的 自 衛 権 に つ い て も 従 来 の 米 国 追 従 姿 勢 の ま ま で は 国 民 の 不 安 が 大 き す ぎ

る 。憲 法 解 釈 の 変 更 な ど と 言 っ た 姑 息 な 手 段 で な く 、一 般 国 民 の 意 向 を 直 接 に 汲 ん

で 、そ の 是 非 を 決 め 、是 な ら ば 憲 法 を 改 正 あ る い は 新 た に 制 定 す べ き で あ る 。為 政

者 と 一 般 民 衆 の 信 頼 関 係 は 互 い の 順 法 精 神 か ら 生 れ る 。  

＜ 国 家 安 全 保 障 に か ら む 事 項 に つ い て の 提 言 ＞  

 憲 法 は 政 府 の 体 制 、行 動 を 規 制 す る 最 高 法 規 と 明 言 し 、曖 昧 な 解 釈 を 許 さ な

い 表 現 と す る 。 10 年 毎 の ロ ー リ ン グ  

 法 案 は 議 員 の 2/3 以 上 で 可 決 、 1/3 以 下 で 否 決 、 1/3～ 2/3 の 場 合 は 案 件 毎

に IT 国 民 投 票 に よ り 1/2 以 上 の 賛 成 で 可 決 す る 。 全 法 案 の 時 限 立 法 化  

 個 人 や 党 に よ る 傭 兵 、 武 装 集 団 (ナ チ ス や 中 国 人 民 軍 の よ う な 組 織 )の 禁 止  

 国 民 に 対 す る 兵 役 、 軍 事 協 力 の 強 制 を 禁 止 (死 を 覚 悟 し て 、 種 保 存 す な わ ち

国 の た め に 戦 う 志 願 兵 は 十 分 に 敬 重 す べ き だ が 、自 己 保 存 を 選 択 す る 者 へ 強

制 す る 根 拠 は な い ) 

 他 国 へ の 先 制 攻 撃 の 禁 止 、 他 国 領 土 内 へ の 報 復 攻 撃 は 無 人 武 器 に 限 定  

 核 兵 器 ・ 核 物 質 の 不 保 持 、 原 発 等 の 核 施 設 (国 防 上 の 最 弱 点 )の 撤 去  

 自 衛 隊 の 活 動 範 囲 を 日 本 の 領 土 領 海 と 公 海 上 に 限 定  

 国 連 軍 や 多 国 籍 軍 の 一 員 と し て も 、 他 国 内 で の 戦 闘 に は 不 参 加 (そ の 代 り 、

た と え 自 国 で 戦 闘 が 有 っ て も 、 同 盟 国 以 外 の 国 の 援 軍 は 期 待 し な い ) 

 PKO 派 遣 先 な ど で 兵 員 や 部 隊 が 先 制 攻 撃 を 受 け た 時 に の み 、 自 衛 の た め に
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